


Ⅲ.申請事業

入力数 240 字

入力数 171 字
Ⅳ.実行団体の募集

Ⅴ.事業実施体制

Ⅵ.関連する主な実績

②その他、助成金等の分配の実績

(1)申請事業の概要

・子ども食堂を実施している団体、または学童が、新たに学習支援に取り組む事業

・すでに地域で様々な活動を行なっている団体が、子ども食堂や居場所、学習会を始める

・子ども食堂や居場所、学習会を運営しる団体が、拠点・回数や対象学年を拡大する

新規立ち上げや運営ノウハウが必要な2団体には、資金援助に加え、運営のハンズ・オンサポートをします。8団体には、すでに実施している事業の拡大・充実化に対応できるよう、助成金に加え運
営ノウハウを文書またはオンラインで提供します。
①250万円X2団体：新規立上げや、学習支援プログラムにサポートが必要な団体に、助成金に加え伴走支援を提供。伴走支援はロジックモデルの作成、または学習支援拠点運営ノウハウの講座・
ワークショップ受講、どちらかを選択。
②200万円X8団体：助成金支給のみ。

(2)活動(資金支援)（実行団体の活動想定） 時期

地域で学習支援を新たにスタートする団体、または既に活動している子ども支援団体で、学習支援の充実化を行う団体

・募集要項、申請資料、募集HPの作成、募集開始 ・2021年7月

・支援団体決定、資金提供、各団体において活動開始 ・2021年8月～2022年3月

例として、以下のような事業

・主に地方で、新たに無料の学習会や、学習支援を兼ねた居場所や子ども食堂を始める事業

・ロジックモデルの作成支援 2021年8月～2022年3月

・ボランティア研修テキストや学習支援に必要な帳票類の提供 2021年8月～2022年3月

・継続的なコンサルティング、事業評価の手法 2021年8月～2022年3月

意見交換会および事業報告書提出。 2022年4月

意見交換会および事業報告書提出。 ・2022年4月

(3)活動（資金分配団体による伴走支援） 時期

10年以上学習支援に取り組むNPO法人キッズドアとの連携による、学習支援事業運営のノウハウを提供

・事前評価：申請資料の審査、助成団体の選定、契約、実行 2021年7月

・学習支援コーディネーター養成講座の提供 2021年8月～2022年3月

(4)今回の事業実行を通じた目標 実施・到達状況の目安とする指標 把握方法 目標値/目標状態 目標達成時期

助成先団体が、それぞれの地域で学習支援を人数および
質両方の面から充実・拡大させ、子供支援を特に郊外や
地方において広げる。

事業実行団体における
・新規学習支援の立ち上げ数
・拠点数、支援開催日数、受益者数の
増加
・学習支援内容が具体的にどう充実し
たか

定期的なミーティングとアドバイ
ス、意見交換会、および事業報告書
の提出。

・新規の学習会立ち上げが実現
・既存学習会において、開催回数、対
象年齢、拠点数等の拡大・増加など充
実化
・子供食堂・居場所などにおける学習
支援の開始・充実化

2022年3月

①コロナウイルス感染症に係る事業

(3)申請数確保に向けた
 工夫

・非営利市民団体のコミュニティサイトCanpanプロジェクトのHPでの告知
・弊会および母体であるキッズドアからのネットワーク、ホームページ、およびSNSを通じた通知

(4)予定する審査方法
 (審査スケジュール、審査
構成、留意点等）

審査期間：7月上旬
審査指標
①目標設定の明確さ：活動の成果目標に具体的に数値目標がある。また、利用者へのアンケート等成果を図る工夫、②ニーズ分析の的確さ：子どもや保護者にからの
ニーズがあるか、③共感性と参加の度合い：計画内容が市民から支持・共感を得やすい。活動や寄付を通じて参加する市民の数の現況および計画、④実現に向けた手法
の妥当性：活動が目標の実現に向けて具体的・現実的な内容で、予算が適切・妥当に算出されているか。⑤活動の実施体制の適切さと組織のビジョンの明確さ：ボラン
ティア、スタッフ、事務局体制の充実などの体制が整っているか。団体の事業ビジョンが明確かどうか。⑥助成終了後もその活動を継続・発展させるための工夫や処置
があるか。⓻自立的な運営にむけて努力している姿勢：助成金を活用して財源確保が図られる工夫があるかどうか。多様な財源確保策がとられているか。

(1)メンバー構成と各メンバーの役割
代表理事、伴走支援マネジャー：松見
広報・ファンド担当：
助成金募集・支給事務：1名(アルバイト)

(5)事業実施後（1年後）以降に目標とする状態
例として、以下のような取り組みが実行に移されている。
・新たに無料の学習会や、学習支援を兼ねた居場所や子ども食堂を始める
・子ども食堂や学童保育を実施している団体が、新たに学習支援に取り組む、または強化する
・既存の地域団体が、子ども食堂や居場所、学習会などを始める
・学習会を運営する団体が、開催日数を増やす、対象学年を広げる、拠点を広げる

(1)採択予定実行団体数 10 (２) １実行団体当たり助成金額 200万円(8団体)、250万円(2団体)

(2)申請事業に関連する調査研究、連携、マッチング、伴走支援の実績、事業事例等の実績

本申請事業以外の事業について、コロナウイルス感染症に係る助成金や寄付等を受け助成金等を分配してい
る(予定も含む）

有 無
有の場合
その詳細

2021年度受験サポート奨学金(高3生一人5万
円、高2生一人3万円を支給)において、目標
支給人数500人に対し、150人分670万円の資
金を助成金にて確保済。

2020年度に以下12団体への助成および伴走支援を提供。
「2020コロナウィルスに負けるな！」助成事業(10団体、既存団体の活動充実)：おさんぽや なないろ（愛知県）、認定NPO法人コロンブスアカデミー（神奈川県）、・特定非営利活動法人ここ
（大阪府）、ボランティアグループ サンハウス（福岡県）、認定NPO法人CPAO（大阪府）、特定非営利活動法人志塾フリースクールラシーナ（大阪府）、特定非営利活動法人しげまさ子ども食
堂ーげんき広場ー（大分県）、ふじの 森のようちえん ‟てって”（神奈川県）、特定非営利活動法人 放課後こどもクラブBremen（宮城県）、みんなでごはん（東京都）
「学習支援スタートアップ」子ども学習支援団体応援助成(2団体、新規活動の立ち上げ支援)：砂町よっちゃん家（東京）、ＮＰＯ法人ＮＥＸＴしらかわ（福島）

本申請事業について、コロナウイルス感染症に係る助成金や寄付等を受け助成金等を分配している(予定も含
む）

有 無
有の場合
その詳細

本申請事業について、国又は地方公共団体から補助金又は貸付金（ふるさと納税を財源とする資金提供を含
む）を受けていない。

無 ※有の場合、選定の対象外となります（公募要領：助成方針参照）

(2)他団体との連携体制 母体であるNPO法人キッズドアに、告知、伴走ノウハウの提供に関する支援を依頼予定。

(3)想定されるリスクと管理体制
各団体がそれぞれ異なる事情を抱えているため、それぞれの事情に合わせてロジックモデルの作成、管理運営者育成を実行する必要がある。そのためのノウ
ハウの提供ができるスタッフを弊会に配置し、伴走や管理を効果的に行うことができるかがチャレンジである。

(1)休眠預金以外の助成・補助金活用の有無



2020年に助成および伴走支援をした上記12団体からは、資金のみならず運営への助言により、学習支援の量・内容が改善した、事業の立ち上げが実現した、との声をいただいています。キッズドア
含め、首都圏の大規模な学習支援団体ほどの基盤がない小規模団体、地方団体に資金とノウハウを提供することで、学習支援がより広範に必要な層に届き、インパクトを最大化できると実感してい
ます。
なるべく多くの団体に助成を行いたいですが、弊会の事務管理負担および伴走支援のノウハウと人材のキャパシティを考慮し、今回の助成目標は10団体、そのうち2団体にハンズオンの伴走支援を
提供する予定です。




